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Ⅰ 問題と目的

多くの労力・時間などを費やして収集した資料は、研究者の当初の問題意識・観点から分析され、得られた知見は

論文などとして報告されます。しかし、この過程のみでは、同じ資料を異なる問題意識・観点から分析すれば得られた

かもしれない知見は得られず、また論文などに含まれない結果などを知りたい場合、研究者に連絡して分析・報告を

依頼する、素data を入手して自ら分析するといった方法に頼るしかありません。逆に、折角の資料を異なる問題意識・

観点から分析してほしい、論文などに含め得なかった結果についても関係者に伝えたいなどと研究者自身が考えても、

それを簡便※に実現する手段は存在しないのが現状です（※例：学会などの組織に頼らず数日程度で‥）。

この状況の改善方策の１つに、集計・分析などを誰もがネット経由で行える形での資料公開を支援・

促進する toolの作成と公表があります。本マニュアルの目的は、そのような toolの一例となることを目

指して作成された SPDAを紹介し、その「使い方」の要点を解説することです。

Ⅱ SＰＤＡの起動と機能確認

資料１中の spda.htmが本体で、data.jsは資料 fileの一例です※。
※data.jsには各機能の例示用の data（数値出典：向後 2020）が保存してあります。SPDAは起動
時に同一 folder内の data.jsを読み込むので、ネット公開には各自の資料を保存した data.jsと
spda.htmの同一 folderへのアップロードが必要です（資料９参照）。

ローカル（PCなど）では spda.htmのダブルクリック（ネット上では spda.htmへの

linkのクリック）で資料２（資料９）の頁が開き、ボタンなどに矢印 を重ねると、簡単

な説明が表示されます（この仕組みについてはⅤ まとめなどの最終段落参照）。

No.1とNo.2の一覧から変数を選択し、変数の特性（カテゴリか数量か）
を考慮して最適なボタンをクリックすると処理結果が新頁に出力されます。

① 各変数の“全体像”を掴む[Frequency]：

クリックでNo.1の変数の各値の度数と分布の特徴の指標が出力されます（資料３参照）。

② カテゴリ変数間の関連（＝連関）を検討する[Crosstabulation]：

No.1のカテゴリ変数を表側（row=行）に、No.2のカテゴリ変数を表頭（clm=列）に置いた

各セルの該当件数などを出力します（□ Row%をチェックすると行％を追加）。

資料４の例では、クラスと好きな科目に弱い連関が認められます（クラメールの V=.257）。

③ カテゴリ間で数量を比較する[Group means]：

No.1のカテゴリ変数の値に基づく群ごとに、No.2の数量変数を集計します。後者に対す

る前者の影響を検討したい時に適切な分析です。資料５の例では店の要因と味の得点との

間に中程度の相関比が認められます（η=.548）。

④ 数量変数間の関連（＝相関）などを検討する

[Scatterplot]：

No.1の数量変数を縦軸、No.2の数量変数を

横軸に置いた散布図を描き、相関係数 rなどを

出力します。資料６の例では、最高気温と客数＠

平日の間に強い相関が認められます（r=.87）。

また、□ Paired t-testをチェックすると、

対応のある数量変数（例：同じ人による

２店の味の評価）間の差のｔ検定が追加

されます。資料７の例では、Ａ店とＢ店の

評価に有意な差が認められます（p<.05）。

SPDAの統計処理機能は SQP（加藤

2009）のサブセット（部分集合）です。各

出力のより詳細な意味などについては

「SQPの使い方」を参照してください。

「人が事実を用いて科学を作るの
は、石を用いて家を造るような
ものである。事実の集積が科学
でないことは、石の集積が家で
ないのと同様である。」
ポアンカレ『科学と仮説』
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資料１ SPＤＡの本体・資料file例・変換tool

資料４
[Crosstabulation]の例

資料６
[Scatterplot]の例

資料７
Paired t-testの例

資料３
[Frequency]の例

※分布の確認は分析の
“出発点”です。
SDは標本標準偏差、
u は不偏標準偏差、
SEは標準誤差。

資料２ data.jsを読み込んだ状態のSPＤＡ

平均値が有意味なら数量（含人数、
得点、重さなど）、無意味ならカテゴリ。

二次分析＝（他の個人・組織な
どが収集した）二次dataの分析

資料５
[Group means]の例



資料８ 10-2.htmによる２次元配列への変換

Ⅲ 資料fileの作成

SPDAの機能が把握できたら、10-2.htmで各自の資料 fileを作成します※。
※SPDAには読み替え機能などはありません。有意味そうな新変数（例：数量に基づくカテ
ゴリ）は事前に表計算ソフトや SQPで作成・追加しておきましょう。

SPDA用の資料 fileは２次元配列（資料８の出力参照）を保存した外部ファイル

です。10-2.htm※の入出力欄に表計算ソフトの data★をコピペして変換し、出力

をエディタにコピペしてファイル名 data.js（文字コードはUTF-8）で保存します＃。

※「素朴に記述する JavaScript」（加藤 2015-2016）第10回の内容その２なので。

★（無回答などの）欠測は空欄のままにしておけば自動的にnull に変換します。
＃出力の末尾に（不要な改行に由来する）無効な行があったら要削除です。

新しい data.jsと spda.htmを同じ folderに置き、後者をダブルクリックで起動して

No.1 ・ 2の一覧から変数を選択の上、処理を行って結果を確認しましょう。

Ⅳ 独自資料の公開

公開には data.jsと spda.htmの２ファイルのアップロード

及び後者への linkの紹介が必要です。まず、公開用のス

ペースを無料レンタルサーバー（例：FC2）などに確保し、

適切な folderに両ファイルをアップロードします。次に、そ

の spda.htmへの link※を説明とともに関係者へのmailや

各自のweb頁などで紹介・提示すれば公開完了です。

※資料９の例では https://ak1958.web.fc2.com/kato/toys/spda/spda.htm

Ⅴ まとめなど

SPDAが処理できる dataは「カテゴリ」と「数量」に対応する数字のみ（変数名

は除く）で、値を読み替える、足し上げて尺度化する、といった機能はありません

（SQPはこれらの機能つき）。

他方、表計算ソフトの dataから容易に作成できる２次元配列の外部ファイルと

セットにして、ネットにアクセスできる誰もが２変数までの基本的な集計・分析を行える形で、つまり二次分析可能な形

で資料を公開できる toolです。

そもそも、SPDAを作るキッカケは、2005年の夏休みに中別府温和先生から「インドのグジャラートで行った調査※の

結果を、回答者を含む現地の人たちに報告書よりも詳しく示す方法はないだろうか？」と相談されたことでした。
※https://ak1958.web.fc2.com/kato/toys/spda/gujarati.pdf 【←教示文中のAll the results are sure to be given back to the Parsi community.に注目】

当時、プログラミング言語としての JavaScriptの可能性に注目していたボクは、それなりの scriptを書き上げて先生に

差し上げるとともに、関連情報をまとめて「二次分析機能を備えた online data archiveの利点とその要件に関する検討」

（加藤 2006）として発表しました。その scriptをあれこれ書き改めたのがこの SPDAversion 1.0.9です。

SPDAで使われていて「素朴に記述する JavaScript」（加藤 2015-2016）で言及・解説されていない「簡単な説明」のポ

ップアップ（例：資料２内の「No.1の度数分布と‥」）と確率関数の functionの内、より簡単で一般的な有益性の高い前者

について本資料の末尾で説明しておきます。

資料10は[Frequency]ボタンと help リンクの部分の scriptです。

前者にポインタが重なると、１行目の title=に続く内容（’No.1の度

数分布‥’）がボタンのそばに提示されます。また、後者にポイン

タが重なると onmouseover状態が発生し関数“inf()”が実行されます。これらの機能の利用によって、基本的に英語表記

の SPDAについてその「使いやすさ」の向上を目指しました。
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欠測は自動null変換。

配列名はvのままで。

<input type='button' value='Frequency' onClick='frq()' title='No.1の度数分布と横棒グラフ'>

（省略）
<ahref="javascript:void(0)" onmouseover="inf()">help</a>

資料10 ポップアップはtitle=”説明”とonmouseover=”関数”の機能

有効な値は-99999～999999の整数と小数
（クロス表や群化のカテゴリとしては 0以上）

資料９ 無料レンタルサーバー
へのSPDAのアップロ
ードとその起動の一例


